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図2 大規模風水害などによる保険金支払い1犬1兄(兆円)
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(出所)日本損害保険協会肋大和綵研作成
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図3 3000万円住宅口ーンの総支払額に約150万円の差

土れ
まなし住'レッドゾーン

125ヲ"01.509"'0用金利

毎月支払額 91β55円 88,225円

支払額 3β57万円 3,705万円
(注)元利均等返済、ポーナス返済なし、返済期問35年の場合。支払額は小数点以下切り捨て
(出所)大和総研作成

険料や住宅口ーン金利を頂撃
住まい'、びに「防災」の視点
地球温暖化のによるとされる雨や洪水、熱波、干ば
つといった自然大災害が頻に発生している。異常気魚は
家計にとって決してひとごとではない。
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図I CP1で火災・地震保険料が値上がり
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自
餓
熊
熊

つ
ま
り
、
住
宅
に
つ
い
て
の
保

険
料
支
払
額
は
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
で
変
学
る
の
で
あ
る
。
日

本
全
体
の
動
向
を
捉
え
る
に

は
、
 
C
P
1
 
(
饗
者
榴
指

数
の
「
火
災
地
1
料
」

の
推
移
が
参
考
に
な
る
。
(
図

昇
と
い
う
形
で
、
旦
星
活
へ
の
影
響

が
ー
し
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
「
人

生
1
0
0
年
時
代
」
と
い
わ
れ
る
中
、

家
計
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
い
う
讐
か

ら
も
住
宅
の
火
災
俊
料
の
相
次
ぐ
値

上
げ
が
擬
愚
気
だ
。

火
災
俊
料
は
建
物
の
構
造
や
所
在

地
(
都
道
府
県
)
に
ょ
っ
て
異
な
り
、

長
期
的
推
移
を
み
る
と
、
火

災
・
地
1
料
は
2
0
1
9

年
W
月
と
幻
年
1
月
に
大
幅
に

上
昇
し
た
。
こ
れ
は
主
に
火
災

俊
料
が
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と

に
ょ
る
。
れ
年
1
月
は
地
覆

改
定
は
過
去
喬
の
劣
W
・
9
%
増

と
な
り
、
火
災
俊
料
は
訟
飯
中
に

再
び
大
き
く
上
昇
す
る
見
込
み
だ
。

こ
れ
ら
の
値
上
げ
は
近
年
、
 
1
0
0

年
に
1
度
と
い
わ
れ
る
自
然
大
災
害
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
き
た
こ
と
に

よ
る
。
損
生
禽
零
に
ょ
る
と
、
大

規
模
風
杢
口
な
ど
に
ょ
る
俊
金
支
払

額
と
支
ミ
は
玲
飯
と
W
蛋
に

急
増
し
て
お
り
、
そ
れ
が
時
問
的
な
ラ

グ
を
伴
っ
て
段
階
的
に
火
災
俊
料
の

値
上
げ
と
い
う
形
で
反
映
さ
れ
て
き
た

(
図
2
)
。

が
、
そ
れ
を
除
い
て
も
、
風
水

災
へ
の
補
償
客
め
た
火
災
保

険
料
の
値
上
げ
が
明
確
な
上
昇

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
玲
年
以
降
の
上
昇
幅

は
、
す
べ
て
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
榴

曾
を
示
す
「
総
合
指
数
」
や
「
自
動

車
俊
料
(
任
意
)
」
に
比
べ
て
際
立
っ

て
お
り
、
家
計
全
体
で
見
る
と
火
災
保

険
君
担
が
相
対
的
に
重
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

火
災
俊
料
改
定
の
通
常
の
流
れ
を

N
に
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。ま

ず
、
損
生
食
料
率
算
1
が
、

自
然
災
害
の
発
生
状
況
や
建
物
の
築
年

数
の
伸
長
に
佳
灸
害
り
ス
ク
の
高
ま

さ
ら
に
地
1
や
、
豪
雨
な
ど
を
原

因
と
し
た
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
ょ

る
枩
へ
の
棲
を
箒
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
家
計
の
負
担
額
は
増
加
す
る
。

地
球
温
暖
化
の
将
来
見
通
し
を
踏
ま

え
る
と
、
自
然
大
災
害
は
A
後
も
頻
繁

に
発
生
し
、
そ
れ
に
伴
、
灸
災
俊
料

の
さ
ら
な
る
値
上
げ
を
祭
し
て
お
く

必
要
も
あ
る
。
気
候
変
動
に
つ
い
て
の

研
究
空
U
つ
国
際
組
織
で
あ
る
1
P
C

C
 
(
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
)
は
、
今
年
8
月
に
公
表
し
た
「
第

6
次
評
価
報
告
書
」
で
世
界
の
気
温
は

幻
S
如
年
に
1
8
5
0
S
1
9
0
0
年

と
比
べ
て
ー
・
 
5
度
上
昇
す
る
と
の
見

通
し
を
不
し
た
。
こ
の
ー
・
 
5
度
の
上

昇
に
ょ
り
、
豪
雨
の
発
生
頻
度
は
ー
・

5
倍
に
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

.

り
と
い
っ
た
社
会
蛋
の
変
化
を
統
計

デ
ー
タ
で
分
析
し
、
俊
料
の
基
礎
と

な
る
「
参
考
純
率
」
を
算
出
・
改
定
す

る
。
そ
の
ー
、
 
2
種
に
損
生
1

社
が
経
費
な
ど
を
踏
ま
え
て
火
災
俊

料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
 
W
年
W
月
の
火
災
俊
料

の
大
柵
上
げ
は
W
年
6
月
の
参
考
純

率
の
改
定
(
雪
5
・
5
%
増
)
、
幻
年

1
月
の
値
上
げ
は
玲
年
W
月
の
改
定

(
平
均
4
 
・
 
9
%
増
)
を
受
け
た
も
の

だ
。
ま
た
、
今
年
の
6
月
の
参
考
純
率

金
利
が
適
用
さ
れ
る
と
い
、
ミ
の
だ
。

例
え
ば
、
住
宅
口
ー
ン
の
借
入
額
が

3
0
0
0
万
円
で
金
利
な
ど
の
借
り
入

れ
条
件
が
図
3
の
よ
、
暴
坐
口
、
金
利

が
0
・
路
%
高
く
な
る
こ
と
で
総
支
払

額
は
約
1
5
0
万
円
増
え
る
。

ま
た
、
火
災
俊
に
幕
で
き
る
水

災
槽
に
つ
い
て
は
、
楽
天
損
1

が
即
年
に
日
本
で
初
め
て
ハ
ザ
ー
ド
マ

ツ
プ
を
基
に
俊
料
を
変
え
る
黛
み

を
導
入
し
た
。
今
年
6
月
に
は
、
金
融

庁
が
「
地
域
」
1
料
の
導
入
に
関
す

る
有
識
者
会
議
」
を
讐
し
、
そ
こ
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
地
域
ご
と
に
枩

棲
の
参
考
料
率
が
肇
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
見
込
み
だ
。
将
来
的
に
損
圭
葆

ー
が
そ
の
参
老
料
審
適
用
す
る

こ
と
に
ょ
り
、
杢
ロ
リ
ス
ク
の
高
い
地

域
ほ
ど
俊
料
が
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
住
む
場
所
に
ょ
っ
て
火

災
俊
料
な
ど
の
家
計
負
担
が
今
以
上

に
大
き
く
変
動
す
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、

百
宙
の
需
要
曾
で
建
物
の
立

地
条
件
が
一
層
重
覇
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
、
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の

物
件
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
通

じ
、
そ
の
甫
得
、
 
1
産

価
値
に
も
辱
を
及
ぼ
し
得
る
。

1
P
C
C
の
見
通
し
に
基
づ
く
と
、

当
面
は
気
温
の
上
昇
雋
が
続
き
、
そ

れ
に
伴
い
自
然
大
災
害
も
頻
発
す
る
と

祭
さ
れ
る
。
こ
、
つ
し
た
中
、
家
計
は

、
、
号
号

柘
 
1
 
4

.
 
2
 
2

月
風
風

7
 
台
台

ロ
ー
ン
金
利
に
も
影
響

A
後
の
住
ま
い
選
び
の
自
然
大
災
害

の
響
は
、
火
災
俊
料
の
単
な
る
値

上
げ
だ
け
で
な
い
。
住
宅
口
ー
ン
優
遇

金
利
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
や

地
域
」
1
料
の
導
入
に
つ
い
て
も
考

慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
「
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ

る
士
砂
災
圭
辱
裂
戒
区
域
内
で
黎

住
宅
を
建
設
、
ま
た
は
購
入
す
る
坐
口
、

そ
の
設
寝
査
申
請
が
今
年
W
月
以
後

に
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
フ
ラ
ッ
ト

聞
S
」
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
フ

ラ
ッ
ト
錫
S
は
、
長
期
優
良
住
宅
な
ど

質
の
高
い
住
宅
こ
対
し
、
通
常
の
「
フ

ラ
ッ
ト
^
」
よ
り
0
 
・
^
%
低
い

気
候
変
動
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉

え
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
選
び
で
は
「
防

災
意
識
」
と
い
う
視
点
が
一
段
と
重
要

に
な
る
。

例
え
ば
、
住
宅
を
購
入
す
る
際
に
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
事
前
に
し
っ
か
り

と
確
認
し
、
そ
の
稗
の
災
害
り
ス
ク

を
適
切
に
導
し
て
お
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。
ま
た
、
俊
君
担
な
ど
に

つ
い
て
は
、
災
害
り
ス
ク
を
踏
ま
え
て

俳
す
べ
き
棲
を
適
切
に
選
択
す
る

と
と
も
に
、
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
そ
の
前
に
長
期
契
約
を
活
用
し

て
俊
料
を
抑
え
る
と
い
っ
た
対
応
策

寝
討
し
て
お
き
た
い
。


